
AI を用いた監視装置の開発
（AI 技術を用いたIoT 機器の開発）

１．緒　言

　近年、生産現場では、IoT やAI 技術を用いた遠隔監
視に関する開発や取り組みが注目されている。そのた
め、これまでにもIoT を製造現場に活用するための研
究開発が数多く報告されている [1] ～ [3]。
　このような中、長崎県内の企業からも、工場で稼働
している機械装置を監視したいとの相談が増えている。
そのため、当センターでは、既存の機械装置において
電流や振動を計測し、取得したデータから稼働状況を
監視する装置の開発を行ってきた [4]。
　これまで試作した装置を用いて県内企業で運用試験
をしていたところ、取り付けることが難しいセンサの
情報などを用いた監視を行いたいなどの要求があった。
その中で、センサは取り付けられないが、機械装置の
制御画面に稼働状況やエラー情報などが表示される場
合があり、制御装置の画面情報から必要な情報を抽出
できる可能性があることが判明した。
　そこで、本研究では近年性能向上が著しいAI 技術を
用いて、機械装置の制御装置画面から情報を収集する
と共に、各種センサからの情報と併せて監視を行うAI
を用いた監視装置を開発することを目的とする。
　開発する装置のシステム構成図を図１に示す。この
装置は、IoT 機能が搭載されていない生産設備や工作
機械に簡易に取り付け可能なセンサユニット部、セン
サユニット部やTV カメラの情報を基にAI 処理を行う
監視制御装置部、制御装置の画面を切り替えるため監
視装置から制御装置を操作するエミュレータ部で構成
される。令和元年度には、監視装置のハードウェア部
を試作し、センサデータや画像データを収集する基本

プログラムを制作し、各種センサからのデータ収集、
カメラ映像の処理、制御装置画面の操作が可能である
ことを確認した。
　令和２年度はAI 技術を用いるために、AI 技術の導
入と、プログラムの試作を行ったので報告する。

２．AI 技術の導入

　開発を行っている装置は、IoT 機能が搭載されてい
ない生産設備や工作機械に安価な導入費用で取り付け
できることを目標としている。そのため、監視制御装
置は安価で導入が容易なRaspberry Pi やLATTEPANDA
などの組み込み型マイコンボードを用いて試作してい
る。このような組込み型マイコンボードは、通常のパ
ソコンと比較して演算処理の能力が劣るため、AI の
学習処理自体を行うことが難しい。そこで、別途学習
用装置を用意し、AI の学習処理は学習用装置で実施
し、学習結果を組み込み型マイコンボードに転送して
使用することとした。製作した学習用装置の仕様を表
１に示す。

　AI の学習処理は、SONY のNeural Network Console
を使用して実施した。センサユニットやカメラで収集
したデータを用いて AI の学習を行い、学習結果のみを
組み込み型マイコンボードで使用する構成とした。

３．AI 処理の結果

　独自のデータを集めてAI を学習させる前に、これま
でに公開されている学習済みのAI を活用する取り組
みを行った。
　まず、TV カメラからのデータ処理を行うことを想定
して、動画像から物体認識を行うYOLOv3[5]ライブラ
リの導入を行った。YOLOv3 ライブラリを用いた物
体認識の結果を図２に示す。

　YOLOv3 の学習済みのモデルを用いることで、動
画像から物体を認識し切り出すことが可能であった。
しかし、様々な物体を認識する機能が搭載されている
ため、演算処理が多く、そのまま組込み型マイコンで
作動させることは難しいことが判明した。今後、独自
のデータを用いて制御装置の画面から必要な箇所のみ
を認識して切り出すプログラムを開発する必要がある。
　次に、センサユニットで収集したデータとTV カメ
ラ画像を用いて機械装置を監視するプログラムを試作
した。試作したプログラムを図３に示す。プログラム
の制作にはPython3.7 を用いた。
　現状ではAI の学習が終わっていないため、稼働時
間監視の機能しか無いが、今後TV カメラの映像とセ
ンサユニットからの情報を用いた AI 処理を追加し、

作業状況推定や故障予兆検出などの機能を追加したい。

４．結　言

　生産設備や機械装置の監視を可能にするためにAI
技術の導入に関する検討を行った。AI 技術を用いた
監視プログラムの試作を行い、AI の学習を行うため
のデータ収集を継続している。今後収集したデータを
基にAI の学習を行い、IoT 機能が搭載されていない機
械装置の故障予兆監視などが可能な監視装置を完成さ
せたい。
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　生産性を向上させるためには、機械装置の稼働状況を監視し、稼働率を上げることが必要となる。稼働率を上
げるためには現在の稼働状況を把握する必要があるため、県内の企業からIoT（Internet of Things）技術を用い
て工場内で稼働している機械装置を監視したいとの相談が増えている。IoTの機能が搭載されていない従来型の
機械装置を監視するためには、機械装置に対応したIoT機器を開発し、取り付ける必要がある。また、近年AI
（Artificial Intelligence）技術に関する研究が注目されており、様々な分野で応用され成果を上げている。
　そこで、本研究開発では、県内企業が使用しているIoT機能が搭載されていない機械装置を対象として、機械
装置本体に改造を加えずに稼働状況や保全予測を行うAI を用いた監視装置を開発することを目的とする。
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表１　学習用装置の仕様

図２　物体認識結果

図３　監視プログラム
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Windows10 Home
Intel® Core i7-10700F
64 GB
NVIDIA® GeForce RTX 2080
SSD 2 TB


